
梓設計は、フィットネスというジャンルが
まだ確立していない頃から、「TIPNESS」という
ブランドを定着させるため、
様々な要件を平準化し、仕様書や
マニュアルに更新を重ねてきました。
現在は、事業拡大による店舗の新規開発や
既存施設の適切な維持管理、
利用者のニーズに合せたリニューアル展開を
随時行い、最良の環境を提供すると共に
お客様に継続してご利用頂ける施設で
あるための取り組みとして、ティップネスの
ブランド戦略、コンセプト開発、施設設計、
コスト管理、施工品質、アフターケア、
既存店改修等一連の業務を包括的に
把握することの重要性から、
梓設計は各フェーズごとの業務において、
適切な人員を配置し必要な提案・助言を行い、
現在も継続して業務を遂行しています。

　企画、設計段階においては、企画・提案力の優れたCMrの配置によりコンセプト
立案や、チーム内の設計、積算、監理者含めた幅広い検討メニューの提示により、
発注者側においてプロジェクトの方向性を早期に意思決定することに導き、設計内
容が手戻りなく短期間で確定することに貢献した。
　施工、監理段階においては、発注者に代わり総合定例、施工定例、分科会等に参
加し、各種チェックシート・コスト比較表・ブランディングシート・設計仕様書等
のシートを利用し、プロジェクト関係者に共有情報として周知し、品質、仕様、コ
スト、デザイン、工程等の標準化を図ることができた。
　アフターメンテナンス段階においては、フィードバックシートの活用による再発
防止策、未然回避策を、設計仕様書やブランディングシート等を継続的に更新し、
併せて社会ニーズを反映することで品質の統一化及びブランドの確立を強化し、新
規案件の展開へとつながるサイクル構築に貢献した。
　作業分担表等を利用しプロジェクト関係者間での情報共有を図ることで、それぞ
れの立場での役割、目標を明確化できプロジェクトのゴールを共有できた。

業務の流れを一貫させ、企画、設計、施工の段階ごとにDR（デザイン
レビュー） 会議を行うことで、 手戻りのないシステムを構築した。 
また各チェックシートを用い汎用性及び今後の更新、改良を継続して
できるようにした。

既存店からのハード情報（維持管理からのフィードバック）とフィットネス
運営上の観点からのソフト情報（提供プログラムの改善に伴うフィードバ
ック）をCMrの量的支援、質的支援により、設計仕様書・ブランディングシ
ート、構造荷重基準シート、コンセプトシート、フィードバックシートなど
に落し込み、標準化・規準化を行った。
標準化した各シートを利用して各新規案件に水平展開すると共に、ルー
ティンワークとして、各シートのリバイス、ブラッシュアップをするスキー
ムを構築する支援を行った。

ティップネス社内への支援体制
経験豊かなCMrを配置し、発注者からの要望を伝達するトランスレーター役となっ
てプロジェクト関係者に情報を伝えると共に、全国展開している総合設計事務所の
強みを生かし、最新の情報や優れた技術を持った設計者や積算担当、経験豊富な工
事監理者を配置しプロジェクト内容に応じた提案・支援を行った。

多数のプロジェクト関係者が関わり、情報が同時進行するにあたり、発注者へのア
ウトプットはCMrを通すことで情報の一元化を図り、関係者間で目標を共有し良好
な合意形成を図った。目的を持った会議体を設けて必要な情報のみを関係者に提供
することで情報過多による誤解の防止や関係者以外への情報漏洩防止を図った。
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